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我が国は世界でも類を見ない超高齢化社会に突入し、独立行政法人国立長寿医
療研究センターの調査では、我が国の65歳以上の高齢者の約半数の1500万人
が難聴であるとの推計がされています。難聴度合いが進むと会話によるコミュニ
ケーションに影響が生じ、周囲との会話を避けるようになり社会的孤立を招くよう
な問題となります。この改善策のひとつに補聴器の活用があり補聴器の供給台数
も増加しております。

しかしながら、消費生活センターに寄せられる苦情・相談も増加傾向にあります。
独立行政法人国民生活センターから事業者に対して、補聴器を取り扱う販売店の
販売・サービス体制の充実・向上を図ること、消費者が機能や価格などを十分理
解した上で販売することと、補聴器に関する情報について啓発を行うことが求め
られています。

補聴器の安全で効果的な使用にあたっては、加齢による聴覚機能の衰えによるも
ののほか、治療を必要とする疾患によるものなど様々な原因があることから、まず
聞こえにくい原因や程度、補聴器の必要性の有無などを耳鼻咽喉科の医師に相談
し、その難聴の症状が補聴器の使用によって改善することができるものなのかどう
かの診断を受けることが望まれます。

本マニュアルは、補聴器販売者向けに販売・サービス体制の充実と向上を目的とし
て、消費者が補聴器の機能や使用方法などを十分に理解した上で購入し、安全で
効果的に使用できるよう販売店の適切な対応を確保するための基礎的な知識等に
ついてまとめたものです。
本マニュアルが、補聴器の適正な販売の促進に資することを期待しています。

平成28年10月

補聴器の安全で効果的な使用に資するマニュアル作成及び普及啓発事業
事業企画推進委員会 委員長

一般社団法人日本聴覚医学会
理事長　　原　晃
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